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(57)【要約】
　本発明は、生理学的に許容される媒体中に、（ａ）第３級アミドまたはエステル官能基
を有する末端基を有する少なくとも１種のポリアミド樹脂；（ｂ）（ｉ）８から３０個の
炭素原子を含む直鎖状または分岐状で飽和または不飽和の脂肪酸またはヒドロキシ酸、（
ｉｉ）１２から３６個の炭素原子を含む直鎖状または分岐状の二酸、および（ｉｉｉ）グ
リセロールまたはグリセロール縮合物、から得られる少なくとも１種のエステル；ならび
に（ｃ）少なくとも１種の無極性ワックス；を含む化粧料組成物に関する。本発明は、ま
た、この組成物の唇への局所適用を含む、唇をメイクアップするための化粧方法にも関す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的に許容される媒体中に、
　（ａ）第３級アミドまたはエステル官能基を有する末端基を有する少なくとも１種のポ
リアミド樹脂；
　（ｂ）（ｉ）８から３０個の炭素原子を含む直鎖状または分岐状で飽和または不飽和の
脂肪酸またはヒドロキシ酸、（ｉｉ）エイコサン二酸、エチルオクタデカン二酸およびド
デカン二酸、ならびにこれらの混合物から選択される、１２から３６個の炭素原子を含む
直鎖状または分岐状の二酸、および（ｉｉｉ）グリセロールまたはグリセロール縮合物、
から得られる少なくとも１種のエステル；ならびに
　（ｃ）少なくとも１種の無極性ワックス
を含む化粧料組成物。
【請求項２】
　前記ポリアミド樹脂が、式（１）：

【化３】

（式中、
　ｎは、末端アミド基が樹脂のアミド基の全数の１０％から５０％を占めるようにする、
繰返し単位の数を表し、
　Ｒ１基は独立に、Ｃ１～Ｃ２２の炭化水素系の基を表し、
　Ｒ２基は独立に、Ｃ２～Ｃ４２の炭化水素系の基を表し、
　Ｒ３基は独立に、少なくとも２個の炭素原子と、任意選択で、１個または複数の酸素お
よび／または窒素原子とを含む有機基を表し、
　Ｒ３ａ基は独立に、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、もしくはＲ３との直接結合を表す
、または、それらが結合している窒素原子とＲ３とを含む複素環を一緒に形成している）
に対応する１種または複数のコポリマーを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記ポリアミド樹脂が、式（２）：
【化４】

（式中、
　ｎは、末端エステル基が樹脂のアミドおよびエステル基の全数の１０％から５０％を占
めるようにする、繰返し単位の数を表し、
　Ｒ１基は独立に、Ｃ１～Ｃ２２の炭化水素系の基を表し、
　Ｒ２基は独立に、Ｃ２～Ｃ４２の炭化水素系の基を表し、
　Ｒ３基は独立に、少なくとも２個の炭素原子と、任意選択で、１個または複数の酸素お
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よび／または窒素原子とを含む有機基を表し、
　Ｒ３ａ基は独立に、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、もしくはＲ３との直接結合を表す
、または、それらが結合している窒素原子とＲ３とを含む複素環を一緒に形成している）
に対応する１種または複数のコポリマーを含む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　ｎが、１から１０、好ましくは１から５の範囲にある、請求項２または３に記載の組成
物。
【請求項５】
　末端アミドもしくはエステル基が、樹脂のアミド基およびエステル基の全数の１５％か
ら４０％、好ましくは２０％から３５％を占める、請求項２から４のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項６】
　Ｒ１基の少なくとも１つ、好ましくは全てが、４から２２個の炭素原子、好ましくは１
６から２２個の炭素原子を含むアルキル基またはアルケニル基である、請求項２から５の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　Ｒ２基の少なくとも１つ、好ましくは少なくとも５０％、もしくは全てさえもが、２か
ら４２個、好ましくは３０から４２個の炭素原子を含むアルキレン基またはアルケニレン
基である、請求項２から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ３ａが水素を表す、請求項２から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　Ｒ３基の少なくとも１つ、好ましくは全てが、２から３６個、好ましくは２から１２個
、より好ましくは２から８個の炭素原子を含む、請求項２から８のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１０】
　Ｒ３が、ポリオキシエチレン基またはポリオキシプロピレン基などのポリオキシアルキ
レン基を表す、請求項８に記載の組成物。
【請求項１１】
　Ｒ３が、－ＮＨ－（ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ）ｐＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－基（ここで、ｐは１か
ら５の整数である）などのポリアルキレンアミン基を表す、請求項８に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記樹脂が、ポリスチレンによる較正を用いるゲル浸透クロマトグラフィーによって求
めて、５００から６０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは４０００から６０００ｇ／ｍｏｌ、さ
らに良好には４０００から５０００ｇ／ｍｏｌの範囲の重量平均分子量を有する、請求項
１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　脂肪酸（ｉ）が、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、オレイン酸、ステアリン
酸、１２－ヒドロキシステアリン酸およびベヘン酸、ならびにこれらの混合物から選択さ
れる、請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　エステル（ｂ）が、エイコサン二酸と、ベヘン酸によりエステル化されたグリセロール
とのジエステルである、請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　無極性ワックスが、パラフィンワックス、ポリメチレンワックス、ポリエチレンワック
ス、ポリプロピレンワックスまたはエチレン／プロピレンコポリマーワックス、マイクロ
クリスタリンワックスおよびオゾケライト、ならびにこれらの混合物から選択される、請
求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　ポリアミド樹脂が、組成物の全重量に対して、１重量％から３０重量％、好ましくは１
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重量％から２０重量％、より好ましくは５重量％から１５重量％、さらに良好には８重量
％から１２重量％を占める、請求項１から１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　エステル（ｂ）が、組成物の全重量に対して、０．０１重量％から３０重量％、好まし
くは１重量％から２０重量％、より好ましくは５重量％から１５重量％、さらに良好には
８重量％から１２重量％を占める、請求項１から１６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　無極性ワックスが、組成物の全重量に対して、０．０１重量％から４０重量％、好まし
くは１重量％から３０重量％、より好ましくは５重量％から２０重量％、さらに良好には
８重量％から１２重量％を占める、請求項１から１７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　無水である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　請求項１から１９のいずれか一項に記載の組成物を、唇に局所適用することを含む、唇
のメイクアップのための化粧方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は化粧料組成物に関する。本発明はまた、唇または瞼へのこの組成物の局所適用
を含む、唇または瞼をメイクアップするための化粧方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　リップメイクアップ組成物の中で、「グロス」は、高い屈折率を有するある種のオイル
を用いることにより唇に光沢をもたせることを意図する、通常液体で、透明ないし乳白色
である組成物を表す。これらのオイルは、組成物の粘度を調節することを可能にするワッ
クスまたは油性ゲル化剤により、構造を与えられているか、ゲル化している。通常、こう
して得られる組成物は、アプリケータ（通常、発泡体ブラシ）を備える小さなボトルのよ
うな容器に入れられる。
【０００３】
　リップグロスは、ある種のリップスティックと同様に、唇に付けた後、口の周りに、特
に唇の周りの皺に滲む傾向がある。この現象は、唇に、光沢だけでなく、鮮やかな色をも
たせることを意図し、結果的に多量の着色剤を含む製品の場合に特に目立つ。今、この滲
み現象は、リップメイクアップ製品が満たさなければならない一番の特性の１つが有色の
明確な口のアウトラインを得るという特性であるため、明らかに望ましくない。
【０００４】
　広く認められているように、ワックスおよび／またはフィラータイプの構造付与剤を用
いると、これらの滲みの問題をかなり軽減できることが知られている。しかし、これらの
構造付与剤は、唇の上での組成物の滑りに負の影響を及ぼし、リップグロスにとって望ま
しくない艶消し効果を生じる傾向がある。
【０００５】
　この滲みの問題を軽減するために、これまでに予見された別の解決策は、ポリアミド構
造のある種の油性ゲル化剤を用いることからなっていた。そういうわけで、油状ゲル化剤
が良好な顔料分散をもたらすだけでなく、また耐水性および耐移行性を向上させること、
および滲みを少なくすることにも寄与するグロス化粧品の配合物として、Ａｒｉｚｏｎａ
社によって提供されるＳｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）シリーズの製品が提案されてい
る。しかし、これらの油性ゲル化剤の使用は、口の周りの部分へのリップメイクアップ製
品の滲みを十分に少なくすることを可能にせず、滲みは依然として数ミリメートルの程度
のままであることが認められた。この滲みの結果における１ミリメートルの低減でも、す
でに消費者にとって目で見て非常によく分かるので、その結果、知られている製品より滲
みの少ない、または全く滲まないリップメイクアップ製品をもつことができれば非常に望
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ましいであろう。
【０００６】
　同様に、瞼のひだ（ｆｏｌｄ）または目の周りの小皺へ、実質的に滲まないアイメイク
アップ製品、例えば、アイライナーまたはアイシャドウを有することは有用であると思わ
れる。
【発明の概要】
【０００７】
　出願人の功績として、多数の実験の後、得られるメイクアップの光沢に実質的に影響を
及ぼすことなく、メイクアップ製品の滲みを少なくするまたは防ぎさえすることを可能に
する脂肪相構造付与剤の組合せを開発することに出願人は成功した。出願人はまた、本発
明による組成物は、メイクアップの堅牢性を増すこと、さらに、小さなボトルから現れる
糸引き現象（これは、リップグロスで時々認められ、ブラシの先端と小さなボトルの開口
部との間のメイクアップ組成物からなる糸の生成によって示される）を少なくすることを
可能にすることも実証した。これらの全ての性質は、メイクアップ組成物を、特に唇に、
明確に正確に付けること、および、一日を通して着色した唇の明確なアウトラインを維持
することを保証することに寄与する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　したがって、本発明の主題は、生理学的に許容される媒体中に、
　（ａ）第３級アミドまたはエステル官能基を有する末端基を有する少なくとも１種のポ
リアミド樹脂；
　（ｂ）（ｉ）８から３０個の炭素原子を含む直鎖状または分岐状で飽和または不飽和の
脂肪酸またはヒドロキシ酸、（ｉｉ）１２から３６個の炭素原子を含む直鎖状または分岐
状の二酸、および（ｉｉｉ）グリセロールまたはグリセロール縮合物、から得られる少な
くとも１種のエステル；および
　（ｃ）少なくとも１種の無極性ワックス；
を含む化粧料組成物である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　ポリアミド樹脂
　本発明による組成物の第１成分は、エステルおよび／またはアミド官能基を有する末端
基を有するポリアミド樹脂である。
【００１０】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、前記ポリアミド樹脂は、式（１）に対応する１
種または複数のコポリマーを含む。
【００１１】
【化１】

　式中、
　ｎは、末端アミド基が樹脂のアミド基の全数の１０％から５０％を占めるようにする、
繰返し単位の数を表し、
　Ｒ１基は独立に、Ｃ１～Ｃ２２の炭化水素系の基、特にアルキルまたはアルケニル基を
表し、
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　Ｒ２基は独立に、Ｃ２～Ｃ４２の炭化水素系の基、特にアルキレンまたはアルケニレン
基を表し、
　Ｒ３基は独立に、少なくとも２個の炭素原子と、任意選択で、１個または複数の酸素お
よび／または窒素原子とを含む有機基を表し、
　Ｒ３ａ基は独立に、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、もしくはＲ３との直接結合を表す
、または、それらが結合している窒素原子とＲ３とを含む複素環を一緒に形成している。
【００１２】
　本発明の別の実施形態によれば、ポリアミド樹脂は、式（２）に対応する１種または複
数のコポリマーを含む。
【００１３】
【化２】

　式中、
　ｎは、末端エステル基が樹脂のアミドおよびエステル基の全数の１０％から５０％を占
めるようにする、繰返し単位の数を表し、
　Ｒ１基は独立に、Ｃ１～Ｃ２２の炭化水素系の基、特にアルキルまたはアルケニル基を
表し、
　Ｒ２基は独立に、Ｃ２～Ｃ４２の炭化水素系の基、特にアルキレンまたはアルケニレン
基を表し、
　Ｒ３基は独立に、少なくとも２個の炭素原子と、任意選択で、１個または複数の酸素お
よび／または窒素原子とを含む有機基を表し、
　Ｒ３ａ基は独立に、水素、Ｃ１～Ｃ１０アルキル基、もしくはＲ３との直接結合を表す
、または、それらが結合している窒素原子とＲ３とを含む複素環を一緒に形成している。
【００１４】
　上式（１）および（２）において、ｎは、好ましくは１から１０、より好ましくは１か
ら５の範囲にある。
【００１５】
　さらに、末端のアミドまたはエステル基は、好ましくは、樹脂のアミドおよびエステル
基の全数の１５％から４０％、好ましくは２０％から３５％を占める。
【００１６】
　本発明の好ましい一実施形態によれば、
　－　Ｒ１基の少なくとも１つ、好ましくは全ては、４から２２個の炭素原子、好ましく
は１６から２２個の炭素原子を含むアルキルまたはアルケニル基である、また／あるいは
　－　Ｒ２基の少なくとも１つ、好ましくは少なくとも５０％、もしくは全てさえもが、
２から４２個、好ましくは３０から４２個の炭素原子を含むアルキレンまたはアルケニレ
ン基である。
【００１７】
　さらに、本発明によれば、Ｒ３ａは、好ましくは水素を表す。この場合、Ｒ３基の少な
くとも１つ、好ましくは全ては、２から３６個の炭素原子、好ましくは２から１２個、よ
り好ましくは２から８個の炭素原子を含み得る。上に述べたように、Ｒ３は、ポリオキシ
エチレンまたはポリオキシプロピレン基などのポリオキシアルキレン基を表し得る。変形
形態として、Ｒ３は、－ＮＨ－（ＣＨ２ＣＨ２ＮＨ）ｐＣＨ２ＣＨ２－ＮＨ－基（ｐは１
から５の整数である）などのポリアルキレンアミン基を表し得る。
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【００１８】
　別の実施形態によれば、Ｒ３ａは、Ｃ１～３アルキル基、例えば、メチル、エチル、ｎ
－プロピルまたはイソプロピル基を表し得る。
【００１９】
　さらに別の実施形態によれば、Ｒ３ａ基は、一緒に、Ｒ３基と隣接する窒素原子と共に
、ピペラジン環を形成していてもよい。
【００２０】
　本発明により用いられる樹脂は、ポリスチレンによる較正を用いるゲル浸透クロマトグ
ラフィーによって求めて、例えば、５００から１００００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは２００
０から６０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは４０００から６０００ｇ／ｍｏｌ、さらに良
好には４０００から５０００ｇ／ｍｏｌの範囲の重量平均分子量を有し得る。さらに、そ
れは、好ましくは２０００から４０００ｇ／ｍｏｌ、より好ましくは２５００から３５０
０ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量を有する。
【００２１】
　それは、特に、文書ＵＳ　２００３／００６９３８８（この内容は参考として本明細書
に組み込まれる）に記載のようにして調製され得る。
【００２２】
　第３級アミド末端基を有するポリアミド樹脂の例は、ＩＮＣＩ名「エチレンジアミン／
水素添加ダイマージリノレアートコポリマー、ビス－ジ－Ｃ１４～１８アルキルアミド」
によって認定されるものであり、例えば、Ａｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社からＳｙ
ｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）Ａ２００ＶまたはＳｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）Ａ２
６１４Ｖの商用名で入手可能である。エステル末端基を有するポリアミド樹脂の例は、Ｉ
ＮＣＩ名「ビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水
素添加ダイマージリノレアートコポリマー」によって認定されるものであり、例えば、Ａ
ｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社からＳｙｌｖａｃｌｅａｒ（登録商標）Ｃ７５Ｖの商
用名で入手可能である。
【００２３】
　ポリアミド樹脂は、組成物の全重量に対して、例えば、０．０１重量％から３０重量％
、好ましくは１重量％から２０重量％、より好ましくは５重量％から１５重量％、さらに
良好には８重量％から１２重量％を占め得る。
【００２４】
　グリセリルエステル
　本発明による組成物は、必要不可欠の第２成分として、（ｉ）８から３０個、好ましく
は１２から２２個の炭素原子を含む直鎖状または分岐状で飽和または不飽和の脂肪酸また
はヒドロキシ酸、（ｉｉ）１２から３６個、好ましくは１２から２０個の炭素原子を含む
直鎖状または分岐状の二酸、および（ｉｉｉ）グリセロールまたはグリセロール縮合物、
から得られる少なくとも１種のエステルを含む。
【００２５】
　脂肪酸（ｉ）は、特に、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、オレイン酸、ステ
アリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸およびベヘン酸、ならびにこれらの混合物から
選択され得る。さらに、二酸（ｉｉ）は、例えば、エイコサン二酸、エチルオクタデカン
二酸およびドデカン二酸、ならびにこれらの混合物から選択され得る。
【００２６】
　本発明において用いられるのに好ましい、このタイプのグリセリルエステルは、エイコ
サン二酸と、ベヘン酸によりエステル化されたグリセロールとのジエステルである。この
化合物は、式、ＲＯ－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＲ）－ＣＨ２－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）１８－ＣＯ
－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ（ＯＲ）－ＣＨ２－ＯＲのエステル（ここで、少なくとも１つのＲ基
はＨ以外であるという条件で、Ｒ基は独立に、－ＣＯ－（ＣＨ２）２０－ＣＨ３基もしく
はＨを表す）、またはこのようなエステルの混合物である。それは、特に、Ｎｉｓｓｈｉ
ｎ　Ｏｉｌｌｉｏ社によりＮｏｍｃｏｒｔ（登録商標）ＨＫ－Ｇの商用名で入手可能であ
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る。
【００２７】
　エステル（ｂ）は、組成物の全重量に対して、０．０１重量％から３０重量％、好まし
くは１重量％から２０重量％、より好ましくは５重量％から１５重量％、さらに良好には
８重量％から１２重量％を占め得る。
【００２８】
　無極性ワックス
　本発明による組成物の必要不可欠の第３成分は、無極性ワックスである。
【００２９】
　用語「ワックス」は、可逆的な液体／固体の状態変化をし、３０℃を超え、通常９０℃
未満の融点を有し、組成物を調製する条件の下で液体であり、固体状態で異方性結晶組織
を有する脂肪物質を意味するものとする。用語「無極性」は、炭素、水素および／または
リン原子だけを含むワックス、特に炭化水素を意味するものとする。
【００３０】
　無極性ワックスの例は、特に、パラフィンワックス、ポリメチレンワックス、ポリエチ
レンワックス、ポリプロピレンワックスまたはエチレン／プロピレンコポリマーワックス
、マイクロクリスタリンワックスおよびオゾケライト、ならびにこれらの混合物である。
このようなワックスの例は、特に、Ｓａｓｏｌ　Ｗａｘ社によってＳａｓｏｌ　Ｗａｘ（
登録商標）Ｃ８０の商用名で、Ｊｅｅｎ社によってＪｅｅｎａｔｅ（登録商標）２Ｈから
６Ｈの商用名で、また、Ｎｅｗ　Ｐｈａｓｅ社によってＰｅｒｆｏｒｍａｌｅｎｅ（登録
商標）５００およびＰｅｒｆｏｒｍａ（登録商標）Ｖ３４３の商用名で販売されている。
通常、８０℃未満、好ましくは７０℃未満、例えば５０と７０℃の間の融点を有するワッ
クスを用いることが好ましい。ポリエチレンワックスが本発明に用いられるのに好ましい
。
【００３１】
　無極性ワックスは、組成物の全重量に対して、０．０１重量％から４０重量％、好まし
くは１重量％から３０重量％、より好ましくは５重量％から２０重量％、さらに良好には
８重量％から１２重量％を占め得る。
【００３２】
　他の成分
　前記の３つの成分以外に、本発明による組成物は、様々な成分、例えば、オイル、極性
ワックス、親油性希釈剤、ペースト状コンパウンドおよび／またはフィルム形成性ポリマ
ーを含み得る。
【００３３】
　オイルは、シリコーンオイル、ミネラルまたは合成由来の直鎖状もしくは分岐状炭化水
素、合成（ポリ）エステルおよび（ポリ）エーテル、特に、有利には分岐状であるＣ６～
Ｃ２０の酸とＣ６～Ｃ２０のアルコールとの（ポリ）エステル（例えば、イソノニルイソ
ノナノアート）、植物オイル、分岐状および／または不飽和脂肪酸、分岐状および／また
は不飽和脂肪アルコール、フルオロオイル、ならびにこれらの混合物から選択され得る。
【００３４】
　本発明では、少なくとも１種のグロッシーオイル、すなわち、１．４５を超え、好まし
くは１．４７を超える屈折率を有するオイルが、好ましくは用いられる。
【００３５】
　グロッシーオイルの例は、特に天然オイル、殊に、ヒマシ油；脂肪酸および／または脂
肪アルコール（これらの脂肪鎖は、６から２０個の炭素原子を含む）のモノ－およびポリ
エステル、殊に：ヒドロキシ酸と脂肪アルコールとのモノ－およびポリエステル（例えば
、ジイソステアリルマラート）、安息香酸と脂肪アルコールとのエステル（例えば、Ｃ１

２～Ｃ１５アルキルベンゾアート）、ポリオールのポリエステル、特に、（ジ）ペンタエ
リトリチルポリエステル（例えば、ペンタエリトリチルテトライソステアラート、ジペン
タエリトリチルペンタイソノナノアートおよびジペンタエリトリチルＣ５～Ｃ９エステル
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）、またはポリグリセロールのポリエステル（例えば、ポリグリセリル－２－トリイソス
テアラート、もしくはＩＮＣＩ名「ビス－ジグリセリルポリアシルアジパート－１」で知
られており、Ｓａｓｏｌ社によってＳｏｆｔｉｓａｎ（登録商標）６４５の商用名で販売
されているもの）、またはトリメチロールプロパンのポリエステル（例えば、トリメチロ
ールプロパントリエチルヘキサノアート、これは、特に、Ｋｏｋｙｕ　Ａｌｃｏｈｏｌ　
Ｋｏｇｙｏ社によってＫＡＫ　ＴＴＯ（登録商標）の商用名で販売されている）、または
プロピレングリコールのポリエステル（例えば、プロピレングリコールジベンゾアート、
これは、特に、Ｉｎｏｌｅｘ社によってＬｅｘｆｅｅｌ　Ｓｈｉｎｅ（登録商標）の商用
名で販売されている）、ならびにイソセチルステアロイルステアラート；水素添加ヒマシ
油のポリエステル（例えば、Ｋｏｋｙｕ　Ａｌｃｏｈｏｌ　Ｋｏｇｙｏ社によってＲｉｓ
ｏｃａｓｔ（登録商標）ＤＡ－Ｈ、およびＲｉｓｏｃａｓｔ（登録商標）ＤＡ－Ｌの商用
名で販売されているエステル）である。
【００３６】
　変形形態として、または前記グロッシーオイルに加えて、フッ素化またはフェニル化シ
リコーンを用いることが可能であるが、この変形形態は、好ましさは劣る。
【００３７】
　さらに、本発明による組成物が前記オイルの混合物を含み得ることは、明瞭に理解され
る。
【００３８】
　本発明による組成物は、また、エステルのような極性基を含む、動物ワックス、植物ワ
ックスおよび合成ワックス、またはシリコーンワックスから特に選択される、少なくとも
１種の極性ワックスを含み得る。こうして、カルナウバワックス、キャンデリラワックス
、蜜蝋（サラシミツロウ（Ｃｅｒａ　ａｌｂａ））、イボタ（イボタロウカイガラムシ（
Ｅｒｉｃｅｒｕｓ　ｐｅｌａ））ロウ、ハゼロウ、ウルシロウ、モンタンワックス、Ｃ８

～Ｃ２０の酸とグリセロールとのトリエステル、例えば、グリセリルトリベヘナート、特
にＶｅｖｙ社によってＣｅｔａｃｅｎｅ（登録商標）の商用名で販売されているアセチル
化グリコールステアラート、およびこれらの混合物を挙げることができる。これらのワッ
クスは、Ｉｎａ　Ｔｒａｄｉｎｇ社によってＧｒｅｅｎ　Ｇｒｅａｓｅ（登録商標）の商
用名で販売されている、キャンデリラワックスとホホバオイルの混合物の場合のように、
特に、オイルに予め分散された状態で使用され得る。
【００３９】
　変形形態として、または、なおその上に、本発明による組成物は、前記ポリアミド樹脂
以外に、少なくとも１種の親油性ゲル化剤を含み得る。親油性ゲル化剤の例は、特にシリ
コーンポリマー、より特別にはオルガノポリシロキサンエラストマーである。これらの中
で、鎖の末端もしくは鎖の中間に、好ましくはケイ素原子上に位置する不飽和基（例えば
、ビニルもしくはアリル基）を有するオルガノポリシロキサンと、オルガノハイドロジェ
ンポリシロキサンのような別の反応性シリコーン系化合物との反応により得られる、少な
くとも部分的に架橋されたポリマーを挙げることができる。これらのポリマーは、通常、
揮発性もしくは不揮発性のシリコーン系溶媒、または炭化水素系溶媒中のゲルの状態で入
手可能である。このようなエラストマーの例は、特に、Ｓｈｉｎ　Ｅｔｓｕ社によってＫ
ＳＧ－６、ＫＳＧ－１６、ＫＳＧ－３１、ＫＳＧ－３２、ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、
ＫＳＧ－４３およびＫＳＧ－４４の商用名で、またＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤ
Ｃ　９０４０およびＤＣ　９０４１の商用名で販売されている。別の油性ゲル化剤は、エ
ポキシとヒドロシリル化された基とにより官能化されたオルガノポリシロキサンの、触媒
存在下の自己重合によって得られるシリコーンポリマーからなり、これは、Ｇｅｎｅｒａ
ｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ社からＶｅｌｖｅｓｉｌ（登録商標）１２５の商用名で市販されて
いる。別の親油性ゲル化剤は、Ｊｅｅｎ社によってＪｅｅｓｉｌｃ（登録商標）ＰＳ（Ｐ
Ｓ－ＶＨ、ＰＳ－ＶＨＬＶ、ＰＳ－ＣＭ、ＰＳ－ＣＭＬＶ、およびＰＳ－ＤＭが含まれる
）の商用名で販売されているもののような、環状ビニルジメチコン／ジメチコンの非架橋
コポリマーからなる。変形形態として、親油性ゲル化剤は、ベントン（bentone）、また
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は、ＩＮＣＩ名「スクローステトラステアラートトリアセタート」によって表されるもの
のようなスクロースエステルであり得る。
【００４０】
　本発明による組成物は、また、１種または複数のペースト状コンパウンド、すなわち、
ワックスのように、可逆的な液体／固体の状態変化を経ることが可能であり、固体状態に
おいて異方性結晶組織を有するが、それらは、２３℃の温度で、液体部分および固体部分
を含むという点でワックスとは異なる親油性脂肪物質を含み得る。
【００４１】
　本発明による組成物は、また、本発明の組成物によって与えられるメイクアップに、保
持および／または無移行性および／または光沢を導入できる少なくとも１種のフィルム形
成性ポリマーを含み得る。形成性ポリマーは、特に、Ｓｈｉｎ　ＥｔｓｕによってＫＰ－
５４５、ＫＰ－５６１およびＫＰ－５６２の商用名で販売されている（メタ）アクリラー
トシリコーン、またはＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤＣ　ＦＡ（登録商標）４００
２　ＩＤおよびＤＣ　ＦＡ（登録商標）４００１　ＣＭの商用名で販売されているポリマ
ーのような、任意選択でウレタンもしくはフルオロもしくはアクリラートにより変性され
たシリコーン系ポリマーであり得る。フィルム形成性ポリマーの他の例は、シリコーン樹
脂、特に、ＭＱ樹脂、例えば、トリメチルシロキシシリカート、ならびにＭＴ樹脂、例え
ば、シルセスキオキサン誘導体、殊に、特にＳｈｉｎ　Ｅｔｓｕ社によって販売されてい
るポリメチルシルセスキオキサン、さらに、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社によってＤＣ（登
録商標）６７０の商用名で販売されているポリプロピルシルセスキオキサン、またはＷａ
ｃｋｅｒ社によってＢｅｌｓｉｌ（登録商標）ＳＰＲ４５ＶＰの商用名で販売されている
フェニルプロピルポリシルセスキオキサンである。別の例は、トリフルオロプロピルジメ
チルシロキシトリエチルシロキシシリカートのＩＮＣＩ名によって認定されるフルオロシ
リコーン系ポリマー（例えば、Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ社によって、ＸＳ６６
－Ｂ８２２６（登録商標）の商用名で販売されているもの）からなる。フィルム形成性ポ
リマーとして、例えば、ヘプタンのような溶媒中でジメチコノールとＭＱシリカート樹脂
との重縮合によって得られる生体接着性ポリマー（これらは、特に、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉ
ｎｇ社によってＤＣ　７－４４０５（登録商標）ｌｏｗ　ｔａｃｋおよびＤＣ　７－４５
０５（登録商標）ｈｉｇｈ　ｔａｃｋの商用名で販売されている）もまた用いることがで
きる。フィルム形成性ポリマーの他の例は、環状もしくは非環状ポリオレフィン、例えば
、ポリブテン（例えば、Ｉｎｄｏｐｏｌ（登録商標）Ｈ－１９００およびＨ－２１００）
、またはポリシクロペンタジエン（特に、Ｋｏｂｏ社によってＫｏｂｏｇｕａｒｄ（登録
商標）５４００の商用名で販売されているもの）、そうでなければポリジシクロペンタジ
エンである。フィルム形成性ポリマーのさらに別の例は、ビニルピロリドン（ＶＰ）およ
び／または線状オレフィンのコポリマー、例えば、ＶＰ／ヘキサデセンおよびＶＰ／エイ
コセンのコポリマー（ＩＳＰ社によるＡｎｔａｒｏｎ（登録商標）Ｖ２１６およびＶ２２
０が含まれる）、そうでなければ、エチレン／ビニルアセタートコポリマー、例えば、Ｂ
ａｅｒｌｏｃｈｅｒ社によるＡＣ　４００（登録商標）からなる。ポリエーテル、例えば
、特にＰｈｏｅｎｉｘ社によってＧｉｏｖａｒｅｚ（登録商標）１８００の商用名で販売
されているポリ（ビニルステアリルエーテル）もまた挙げることができる。本発明に使用
され得る他のフィルム形成性ポリマーは、ポリアクリラート、例えば、特にＣｒｅａｔｉ
ｏｎｓ　Ｃｏｕｌｅｕｒｓ社によってＣｒｅａｓｉｌ（登録商標）７　ＩＤの商用名で販
売されているポリ（エチルアクリラート）コポリマーである。
【００４２】
　本発明による組成物は、無水であること、すなわち、水を全く含んでいない、または、
せいぜい、それが含む成分に自然に含まれる水（すなわち、多くても３重量％の水、ある
いはさらに、多くても１重量％の水）を含むことが好ましい。しかし、変形形態として、
本組成物は、前記脂肪相に加えて、水と、任意選択で、水混和性溶媒（例えば、アルコー
ルもしくはグリコール）および／または親水性添加剤（例えば、親水性ゲル化剤）および
／または親水性活性剤とを含む水性相を含む、油中水、または水中油エマルジョンの状態
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にあり得る。
【００４３】
　それがエマルジョンの状態にある場合、本発明による組成物はまた、非イオン界面活性
剤から、例えば、特にＵｎｉｑｅｍａ社によってＡｒｌａｃｅｌ（登録商標）Ｐ１３５の
商用名で販売されているポリエトキシ化（３０ＥＯ）ジポリヒドロキシステアラート、ま
たは、ポリグリセリルポリエステル、例えば、ポリグルセリル－４ジイソステアラート／
ポリヒドロキシステアラート／セバカート（ＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔによるＩｓｏｌａｎ
　ＧＰＳ（登録商標））から好ましくは選択される１種または複数の油中水乳化剤；そう
でなければ、非イオン界面活性剤から、例えば、任意選択でポリエトキシ化されたソルビ
タンエステル、グリセロールの脂肪酸エステル、スクロースの脂肪酸エステル、ポリエチ
レングリコールの脂肪酸エステル、ポリエーテル変性ポリシロキサン、ポリエチレングリ
コールの脂肪アルコールエーテル、アルキルポリグリコシド、水素添加レシチン、および
疎水性に変性されたフルクタン型サッカリド、例えば、イヌリンラウリルカルバマート（
ＯｒａｆｔｉによるＩｎｕｔｅｃ　ＳＰ１（登録商標））から選択される１種または複数
の水中油乳化剤を含み得ることが明瞭に理解される。
【００４４】
　本発明により用いられる組成物は、また、少なくとも１種のフィラーを含み得る。この
用語は、組成物に溶けない、任意の形状（特に、球状もしくは薄板状）の任意の無機また
は有機粒子を意味するものとする。フィラーの例は、タルク、マイカ、シリカ、カオリン
、窒化ホウ素、デンプン、無水オクテニルコハク酸により変性されたデンプン、ポリアミ
ド、シリコーン樹脂、シリコーンエラストマーの粉末、およびアクリルポリマー粉末、特
に、ポリ（メチルメタクリラート）粉末である。フィラーは、特に、異なる化学的特質お
よび／または異なる物理的状態のいくつかの層からなっていてもよく、特に、球状フィラ
ーによりコーティングされた薄板状であり得る。それらは、様々な表面処理を用いて変性
され得る。表面処理されたフィラーの例は、エチレン／メタクリラートコポリマーにより
変性されたシリカ（特にＫｏｂｏ社によってＤＳＰＣＳ（登録商標）２０Ｎ－Ｉ２、３Ｈ
－Ｉ２およびＩ２の商用名で販売されている）からなる。
【００４５】
　本発明の組成物は、また、水溶性または脂溶性染料、組成物を着色および／または不透
明化する、また／あるいは唇を着色する効果を有するフィラー（例えば、顔料、真珠光沢
剤、レーキ（不活性無機担体上に吸着された水溶性染料））、ならびにこれらの混合物か
ら選択される少なくとも１種の着色剤を含み得る。これらの着色剤は、疎水性作用剤、例
えば、シラン、シリコーン、脂肪酸石鹸、Ｃ９～Ｃ１５フルオロアルキルホスファート、
アクリラート／ジメチコンコポリマー、混合Ｃ９～Ｃ１５フルオロアルキルホスファート
／シリコーンコポリマー、レシチン、カルナウバワックス、ポリエチレン、キトサン、お
よび任意選択でアシル化されたアミノ酸（例えばラウロイルリシン、ステアロイルグルタ
ミン酸二ナトリウムおよびアシルグルタミン酸アルミニウム）により、任意選択で表面処
理されていてもよい。顔料は、無機または有機、天然または合成であり得る。顔料の例は
、特に、酸化鉄、酸化チタン、または酸化亜鉛、さらに、複合顔料、ならびに色彩角度依
存性、真珠光沢、干渉、フォトクロミックもしくはサーモクロミック顔料である（この列
挙は限定ではない）。本発明による組成物に使用され得る特に好ましい顔料の例は、架橋
されたポリ（メタクリル酸）メチルエステルと有機染料とから製造される半球形の複合顔
料である。このような複合顔料は、特に、Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ社によって３Ｄ　Ｔｅ
ｃｈ（登録商標）の商用名で販売されている。真珠光沢剤は、メイクアップ製品に通常含
まれるもの、例えば、マイカ／二酸化チタンである製品から選択され得る。変形形態とし
て、それらは、マイカ／シリカ／二酸化チタン系、または合成フルオロフロゴパイト／二
酸化チタン系（ＭａｐｒｅｃｏｓによるＳｕｎｓｈｉｎｅ（登録商標））、ホウケイ酸カ
ルシウムナトリウム／二酸化チタン系（ＥｎｇｅｌｈａｒｄによるＲｅｆｌｅｃｋｓ（登
録商標））、またはホウケイ酸カルシウムアルミニウム／シリカ／二酸化チタン系（Ｍｅ
ｒｃｋによるＲｏｎａｓｔａｒ（登録商標））の真珠光沢剤であり得る。
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【００４６】
　有利には、それが１種または複数の顔料を含む場合、本発明による組成物は、また、ブ
チレングリコールココアートのような少なくとも１種の分散剤も含む。
【００４７】
　本発明による組成物は、また、甘味料、例えば、ソルビトール、スクロース、キシリト
ール、アセスルファムＫおよびサッカリンナトリウム；酸化防止剤、例えば、アスコルビ
ン酸のアルキル化もしくはホスホリル化エステル、そうでなければトコフェロールおよび
そのエステル；金属イオン遮閉剤、例えば、ＥＤＴＡ塩；ｐＨ調整剤；保存剤および芳香
剤；の１種または複数を含み得る。
【００４８】
　それは、また、有機および無機スクリーンならびにこれらの混合物から選択される少な
くとも１種のＵＶスクリーンを含み得る。有機スクリーンとして、特に、ジベンゾイルメ
タン誘導体（ブチルメトキシジベンゾイルメタンが含まれる）、ケイ皮酸誘導体（エチル
ヘキシルメトキシシンナマートが含まれる）、サリシラート、パラ－アミノ安息香酸、β
，β’－ジフェニルアクリラート、ベンゾフェノン類、ベンジリデンカンファー誘導体、
フェニルベンゾイミダゾール類、トリアジン類、フェニルベンゾトリアゾール類、および
アントラニル酸誘導体を挙げることができる。無機スクリーンとして、特に、顔料または
ナノ顔料の状態の無機酸化物系スクリーン（これらは、コーティングされていることも、
されていないこともある）、特に二酸化チタン系または酸化亜鉛系スクリーンを挙げるこ
とができる。
【００４９】
　このような添加剤の例は、特に、ＣＴＦＡによる辞書（「Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ
　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄ
ｂｏｏｋ」、Ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃ
ｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ刊、第１１版、２００６年）に挙げられている。
【００５０】
　製造方法
　本発明による組成物は、固体製品の形態、例えば、皿状物中のキャスト（ｃａｓｔ）製
品、またはスティックの形態、または半固体の形態、例えば小さなボトル（このストッパ
ーは、アプリケータを備える）またはチューブ（この開口部は、発泡体パッドのようなア
プリケータを備える）、そうでなければ壺もしくは皿状物に入れられたクリームもしくは
シロップであり得る。通常、アプリケータは、典型的には細いブラシまたは太いブラシの
形態の発泡体からなる。変形形態として、フェルトタイプのアプリケータが使用され得る
。
【００５１】
　それは、次のステップを含む方法に従って製造され得る：
　－　撹拌しながら、少なくとも８０℃、好ましくは少なくとも９０℃の温度で、リップ
スティックの製造に通常用いられる、例えば解凝集性または遠心解凝集性タービン（Ｒａ
ｙｎｅｒｉまたはＭｏｒｉｔｚタイプ）で、本発明での３つの構造付与剤をオイルと混合
するステップ、
　－　任意選択で予めオイル中でミル加工された、着色剤を添加するステップ、
　－　得られる混合物を均質化するステップ、
　－　冷却後に固体組成物を生成するように、混合物を高温キャストし、任意選択で、そ
の後、粘性のあるペーストを生成するように、こうして得られた固体組成物の構造を破壊
するステップ、あるいは、ワックスの再結晶を防ぎ半固体組成物を得るために、撹拌しな
がら混合物を雰囲気温度まで冷却する（例えば、前記タービン内で）ステップのいずれか
のステップ。
【００５２】
　構造を破壊するステップは、特に、グロスタイプの化粧品を得ることを可能にする。そ
れは、特に、例えば、２軸押出機（特に、Ｃｌｅｘｔｒａｌ　ＢＣ２１型）またはクッカ
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、Ｅｘａｋｔ　５０　３本ロールミル）または（マイクロ）ビーズミル（例えば、Ｂｕｈ
ｌｅｒ　Ｋ８型の）でのミル加工ステップを含み得るが、ロールミルの使用が好ましい。
【００５３】
　上に示されたように、このような半固体組成物は、変形形態として、前記第１ステップ
で得られる成分の混合物を、撹拌しながら冷却することによって得ることができる。
【００５４】
　本組成物を製造するための方法は、好ましくは、構造を破壊するステップを含む。
【００５５】
　使用
　好ましくは、本発明により使用される組成物は、リップメイクアップ製品として、例え
ば、リップグロスまたはリップスティックとして用いられる。変形形態として、それは、
アイメイクアップ製品として、特に、アイシャドウもしくはアイライナー、またはマスカ
ラとしてでさえ、使用され得る。別の変形形態として、本発明による組成物は、スキンメ
イクアップ製品として、例えばファンデーションとして用いられ得る。
【００５６】
　こうして、本発明の主題は、また、前記組成物を唇に局所適用することを含む、唇をメ
イクアップするための化粧方法でもある。
【００５７】
　これから、本発明が、例示の目的のためにのみ記載され、本発明の範囲（これは、添付
の特許請求の範囲によって定められる）を限定しようとするものではない、次の非限定的
実施例によって例示される。
【実施例】
【００５８】
［実施例１］
　リップグロス
　下の表１（表中、成分の比率は、重量％によって表されている）に示す組成を有するリ
ップグロスを製造した。
【００５９】
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【表１】

【００６０】
　この組成物を次の方法で調製した：
　フェーズ１の成分を、撹拌しながら９５℃で溶融させ、その後、それに、フェーズ２を
、次いで、ロールミルにより前もってミル加工した（３回通し）フェーズ３を組み入れた
。こうして得た液体混合物を高温キャストした。冷却後、硬い固体状ペーストを得て、そ
れをロールミルで（１回だけの通し、ポジション３）雰囲気温度で構造を破壊した。こう
して得た光沢があり粘性のあるペーストを、次に、アプリケータを備える小さなボトルに
入れた。
［実施例２］
【００６１】
　アイシャドウ
　下の表２（表中、成分の比率は、重量％によって表されている）に示す組成を有するア
イシャドウを製造した。
【００６２】
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【００６３】
　この組成物は次の方法で調製され得る：
　撹拌しながら、イソドデカンとシリカを低温でゲル化させた。次に、フェーズ１から３
の成分を、撹拌しながら９０℃で混合した。次いで、均質な混合物を得るように、それに
フェーズ４を組み入れ、均質な混合物を皿状物に高温キャストした。
［実施例３］
【００６４】
　アイライナー
　下の表３（表中、成分の比率は、重量％によって表されている）に示す組成を有するア
イライナーを製造した。
【００６５】
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【表３】

【００６６】
　この組成物は次の方法で調製できる：
　フェーズ１の成分を、９５℃で溶融させ、次いで、これに、フェーズ２、フェーズ３に
よって生成したゲル、フェーズ４のミル加工した顔料、次に、フェーズ５を加える。次い
で、生成物を、弾性のあるテクスチャを有する固体アイライナーとして、高温キャストす
る。
［実施例４］
【００６７】
　ファンデーション
　下の表４（表中、成分の比率は、重量％によって表されている）に示す組成を有するフ
ァンデーションを製造した。
【００６８】



(17) JP 2011-506296 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

【表４】

【００６９】
　この組成物は次の方法で調製できる：
　フェーズ１を、解凝集器を用い、水浴中で９５℃に加熱し、次いで、フェーズ２をロー
ルミルでミル加工する。このミル加工した材料を、フェーズ１に加える。フェーズ３は、
解凝集器で、低温条件で、予備混合し、次に、先のフェーズの混合物に加える。次いで、
フェーズ４を加え、この混合物を、解凝集器により撹拌したままで、低温の水桶中で、３
０℃まで放冷し、その後、粉末を加える。付けるときによく滑り、経時的に良好な持続力
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を有し、目および唇の周りの小皺に滲まない、非常に濃厚で光沢のあるファンデーション
を得る。
［実施例５］
【００７０】
　官能検査
　実施例１の配合物、さらに他の３つの類似の配合物を、それぞれ小さなボトルに入れ、
次いで、標準化された温度、湿度および光の条件の下で、個人からなるパネルによって評
価した。
【００７１】
　試験した４つの配合の組成を下の表５に記す。
【００７２】
【表５】

【００７３】
　これらの生成物のそれぞれを、小さいボトルに備わる細いアプリケータブラシを用い、
唇のアウトラインを明瞭に描いて、個人の下唇に付けた。次いで、細いブラシを組成物に
浸漬し、その後、同じように、上唇に生成物を付けた。
【００７４】
　パネリストは、彼らに提供されたディスクリプタ（descriptor）を用い、０（なし）か
ら５（非常に）の評価段階に従って、付けた時点（光沢、および小さなボトルから取り出
すときの糸引き）および付けてから１時間３０分後（光沢、持続力および滲み）に生成物
の官能特性を評価した。光沢は、反射光の度合いにより評価し、唇について目視で評価し
た。持続力は、唇にしっかりと付いている生成物の能力を示し、滲みは、唇の周りの小皺
に滲むその性質を示した。
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【００７５】
　滲みの評価では、次の評価段階を用いた：
　０：ぎゅっと結ばれた唇でさえ目に見える滲みはない
　１：ぎゅっと結ばれた唇に僅かな目に見える滲みがある
　２：不動の唇に僅かな目に見える滲みがある
　３：不動の唇に目に見える滲みがある
　４：唇の周りの生成物の不鮮明な外観
　５：唇の周りの生成物の不鮮明な外観、および目で見て非常によく分かる、かなりの滲
み。
【００７６】
　得られた結果を下の表６に記す。
【００７７】
【表６】

【００７８】
　このように、本発明による組成物は、被覆効果（パネルによって４．５であると評価さ
れた）に反映される高い顔料含量、および鮮やかな色を有し、比較として与えられた組成
物（本発明による組成物の必要不可欠の３つの成分の２つだけを含んでいた）より、唇の
周りの部分への、特に、小皺への滲みが、ずっと少ないことが注目される。本発明による
組成物は、また、唇での、より良好な持続力を有する。
【００７９】
　さらに、それらは、小さなボトルから取り出すときの糸引き（これは、唇に引かれるラ
インの正確さに影響を及ぼし得る）を全く示さない。
【００８０】
　これらの利点は、本発明による組成物により、より明確なラインが得られることに寄与
する。
【００８１】
　最後に、これらの利点のある性質は、リップグロスに望まれる他の性質、すなわち、満
足のいく長持ちする光沢に悪影響を及ぼすことなく実現されることが注目される。
［実施例６］
【００８２】
　市販製品との比較
　実施例１の組成物と、Ｇｕｅｒｌａｉｎ社によってＫｉｓｓ　Ｋｉｓｓ　Ｌａｑｕｅ（
登録商標）の商用名で販売されている基準となる製品の官能特性を比較するために、実施
例５のそれと類似の官能評価を実施した。Ｇｕｅｒｌａｉｎ社の製品は、極めて完全な被
覆を生じ、極めて光沢があるとして販売されているグロスである。
【００８３】
　本発明による組成物は、唇のアウトラインの明確さは実質的に変わることなく、基準の
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組成物と同じ高い光沢、およびそれをさらに超えさえする色の鮮やかさを備えているよう
に見えた。
［実施例７］
【００８４】
　実施例１と、エステル（ｂ）が特許請求の範囲外である二酸（ｉｉ）を含むエステルに
置き換えられた比較実施例３との比較
　実施例１の組成物を、エステル（ｂ）がジリノール酸のエステルに置き換えられた比較
実施例３と比較する。
【００８５】
　実施例１で用いたＮｏｍｃｏｒｔ　ＨＫ－Ｇを、ポリグリセリル－２イソステアラート
／ダイマージリノール酸コポリマーに相当するＨａｉｌｕｃｅｎｔ　ＩＳＤＡに置き換え
た。他の成分は同じであった。
【００８６】
　実施例１の配合物および比較実施例３の配合物を、温度、湿度および光についての標準
条件において、パネルで試験した。
【００８７】
　試験した２つの配合物の組成を、下の表７に記す。
【００８８】



(21) JP 2011-506296 A 2011.3.3

10

20

30

40

50

【表７】

【００８９】
　それぞれの組成物を、ペイントブラシを用い、各人の下唇に付けた。次いで、ペイント
ブラシを再び組成物中に入れ、その後、上唇をメイクアップする。
【００９０】
　パネリストは、明るさ、およびボトルからの流れ出しに関して、付けられた組成物の官
能特性を評価した。付けてから１時間３０分後に、パネリストは、彼らに与えられたディ
スクリプタを用い、明るさ、持続および滲みを評価した。
【００９１】
　光沢は、唇で反射される光の度合いにより目視で評価した。耐久力（ｗｅａｒ）は、唇
にしっかりと付いている生成物の能力を表し、滲みは、口の周りの皺に滲む生成物の性質
を表す。
【００９２】
　この比較試験の結果は、比較実施例３は、ボトルからずっと容易に流れ出し、その結果
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、本発明の実施例１より、濃さの劣るメイクアップ、より弱い耐久力、およびずっと速い
滲みを生じる。
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【国際調査報告】
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